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――なぜマグロ船に？

菅野 選んだ職業というより、地
元がマグロの基地「気仙沼」だった
から、マグロ船に乗るのが当たり前
でしたね。船に乗り出した当時はま
だマグロ船も勢いがありましたか
ら、迷いもなかった。いまは厳しい
環境になりましたが、それでもやり
がいはあります。

――マグロ船の仕事は特殊なもの

というイメージが強いですが？

菅野 そうじゃないと思います。
陸上の仕事とそれほどわたしは変わ
らないと思いますよ。職場が外洋に
あって、１年など長期間を船で過ご
し漁を続けるから特殊な職場のイメ
ージが強いかもしれないが、外国の
工場に単身赴任しているビジネスマ
ンだってそれほど頻繁に日本に帰る
わけじゃないでしょ。それと変わら
ないと思います。たまに家に帰ると、
妻と娘が「わたしたちが留守宅を預

かって頑張っているのだから、家に
帰った時ぐらい働きなさい！」なん
て言われて、家の樋（とい）の掃除
なんかさせられています（笑い）。

――いま、マグロ船と言えば乗組

員の大半がインドネシア船員なので

すね。

菅野 ええ。幹部船員は日本人で
すが、一般の乗組員はインドネシア
人がほとんどです。彼らはあまり自
己主張せず、黙々と働きます。

――幹部となる日本人も不足気味

ですか？

菅野 少ないですね。いまの若い
人にもっと乗ってもらいたいという
思いが強いですよ。マグロ船の仕事
は決して楽でもないし簡単な仕事で
もありません。しかし、世界の海を
またにかけマグロを追う仕事はやり
がいがあります。日本人が大好きな
マグロを日本人であるわたしたちが
届けるのですから、誇りを持てる仕

事でもあります。世界各地の港に寄
ることも多いので、いろんな世界を
見て視野も広げられます。実力の世
界ですから、自分の努力次第で上に
上がることもできる。上下関係やス
トレスの多い陸上のサラリーマンに
比べて、職人的で実力で勝負できる。
特殊な仕事でなく、男の仕事として
十分魅力的な職場だと思います。

――ただ、長期間、狭い船という

空間で限られた人数で生活するのは

大変では？

菅野 みなさんが言うほどわたし
は気になりません。船という限られ
た空間ですが１人になれる空間はあ
るし、同じ船に乗る仲間同士で自然
とお互いの距離をうまくとります。
そのバランスを崩さないように見て
いくのも船頭の仕事ですが。

（２面につづく）

マグロ船の船頭という職業はご存じですか？職種では漁労長と言わ
れ、船の航行を仕切る船長に対し漁の一切を任された役職のことです。
ただ、マグロ船はやっぱり�マグロを獲ってなんぼ�の世界。だから
船の頭（かしら）で、マグロ船では実質的なトップです。２年近くを
外洋で働く海の男！を想像すれば、さぞ強面（こわおもて）？をイメ
ージされるかもしれませんが、第八十八勝栄丸（勝倉漁業）の船頭、
菅野和郭さん（５１）はちょっと違います。マグロ釣りの�プロ�とし
てきっちり結果を残しながらも、地元・宮城のプロ野球球団「楽天」
をこよなく愛し、たまに陸に上がれば１リッター超の大型バイクにま
たがり疾走する。まさにＯＮ・ＯＦＦをわきまえた「できるビジネス
マン」のイメージなのです。先日、ミナミマグロの増枠を決めたＣＣ
ＳＢＴ（第１８回年次会合）が開かれたインドネシア・バリ島で菅野さ
んにお会いする機会を得ましたので、マグロ船という職場のことマグ
ロ漁のことを聞いてみました。 （インタビュー・浮須雅樹）

Organization for the Promotion of Responsible Tuna Fisheries

No.５１ニュースレター ２０１１年１２月
〒１０７‐００５２ 東京都港区赤坂１‐９‐１３（三会堂ビル９階）
電話 :０３‐３５６８‐６３８８ FAX :０３‐３５６８‐６３８９
URL : http : //www.oprt.or.jp E-mail : hitomi@oprt.or.jp

─ みんなの力で おいしいマグロを いつまでも ─
発行・社団法人 責任あるまぐろ漁業推進機構

まぐろ漁業 ロマンとやりがいのある仕事
遠洋マグロ延縄漁船第八十八勝栄丸 船頭（漁労長） 菅野和郭氏に聞く
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（１面からつづく）

――マグロ船にとって一番重要な

のは。

菅野 チームワークです。日本人
とインドネシア人の連携、インドネ
シア人同士のまとまりなど、チーム
ワークが良くないと、どんなにすぐ
れた船頭がいても結果を出せませ
ん。インドネシア人もよく働きます
が、彼らはあまり自己主張をしない
分、ストレスもたまりやすい。イン
ドネシア人の中で、仲間をまとめる
人材が重要になります。まとめ役と
なる者次第で、船の雰囲気もずいぶ
ん変わります。
だから、船内ではしっかりした役
割分担をつくり、インドネシア人も
日本人も言われた仕事をちゃんとこ
なすかなど細かく評価しています。
そうすることで頑張れば高い報酬を
手に入れられるようになり、さらに
やる気もでます。頑張ったインドネ
シア人が、故郷に建てた大きな家を
うれしそうに見せてくれました。こ
ちらもうれしくなりましたね。イン
ドネシア人だけじゃない。マグロ船
はけっして特別な職場じゃないで
す。

――菅野船頭は、漁と漁の合間は

どうやって過ごすのですか？

菅野 漁場を移動する時や漁の合
間ですか？ちょっと恥ずかしいです
が、いまはプレイステーションのゲ
ームで遊ぶことにはまっています。
部屋にモニターを数台設置して遊ん
でいるので、「ディーリングルーム
みたいだ」とからかわれたりします
が。そうだなあ、１航海で３つぐらい
のゲームをクリアしていますよ。

――先日、ミナミマグロの増枠が

決まりましたが。

菅野 満足いく結果ではないと思
います。枠が半減されてから５年間、
相当大変な思いをしてきましたか
ら。この５年間に、耐えきれず廃業
していった仲間もいます。それを思
うと手放しでは喜べません。でもこ
の５年間、コスト的には本当に厳し
く見合わない状況でなんとかやって
きた結果、段階的とは言え枠が増え
ることになったのは歓迎です。実際、
数年前は本当に獲れなくなったミナ
ミマグロが最近は釣獲率も上がって
います。規制をしたことが結果的に
資源の回復を早めたのかもしれませ
ん。

――ミナミマグロの厳しい資源管

理は現場にとってどうですか？

菅野 枠の割当のほか、１尾ずつ
のタグ（識別標識を付けること）、い
つどこに船がいたのかすぐにわかる
衛星船位測定送信機（ＶＭＳ）の搭
載も義務づけられるなどあらゆる角
度でチェックされている中で、違反
なんてできるわけがない。せめて枠
ギリギリまで獲りたいのですが、枠
を超えるのは絶対にダメだとなると
相当に神経を使います。計量ミスで
は済まされないので、安全をみて残
してしまう。船主からは�まだ１ト
ン�あるなどの連絡が入るが、そこ
はとても難しいです。でも、そうや
ってきっちりやってきたことが資源
の回復につながったと思えば、それ
はよかったのかもしれない。我慢し
てきたかいがあると思います。ただ、
ルールを守っていない国や外国船も
多い。日本だけが守っても資源の回

復には限界がある。すべてのマグロ
漁船がルールを守り、守らない船に
は枠を渡さない、消費者の方も、守
らない船のマグロは買わないような
形ができれば、もっと早くマグロ資
源は回復するような気がします。た
しかにマグロは昔と比べると獲れな
くなりました。わたしたち現場も、
獲り尽くすつもりなんて微塵もな
く、長く持続的に獲れるようになる
のが一番です。農業などと違い、一
般の人がわたしたちの職場を目にす
ることは少ないと思います。だから、
マグロ船を特殊な職場と思い、マグ
ロを食べる時も生産の現場をイメー
ジできないのだと思います。ただ、
みなさんが口にするマグロの刺身
は、わたしたちが懸命に資源とも向
き合いながら漁獲しているものであ
ることを、頭の隅にでも置いてもら
えるとうれしいですね。

第１８回みなみまぐろ保存委員会（Ｃ
ＣＳＢＴ）の年次会合が１０月１０日か
ら１３日までインドネシアのバリ島で
開かれ、２０１２年以降の総漁獲枠（Ｔ
ＡＣ）を段階的に増やすことで合意
した。「親魚資源はいぜん低水準だ
が、資源は回復傾向で増枠可能」と
する科学委員会の勧告を踏まえたも
ので、現在のＴＡＣに加え、初年度

に１，０００トン、２年目１，５００トン、３年目
に３，０００トンを増枠する。資源の回
復傾向を受けてＴＡＣが増枠される
のは、ＲＦＭＯ（まぐろ類地域漁業
管理機関）で初めて。日本の国別漁
獲枠も２０１４年には３，３６６トンになる。
この結果、現在の総漁獲枠（９，４４９
トン）をベースに、初年度１０，４４９ト
ン、２年目１０，９４９トン、３年目１２，４４９
トンと増える。科学委員会の「増枠
可能」評価を踏まえながらも、ＣＣ
ＳＢＴは、段階的という慎重な枠の
増加を選択した。
国別割当は、既存の漁獲枠比率を
ベースに配分を決定。日本の漁獲枠

は２０１２年で２５８トン増の２，５１９トンと
なり、３年後の２０１４年には現状より
１，１０５トン増の３，３６６トンになる。
今回の会議の焦点は、科学委員会
の勧告をどう漁獲枠に反映させるか
の１点に絞られた。
「８歳以上の親魚はいぜん低水準
だが、４、５歳魚を中心に資源の加入
が増加しており、増枠しても資源が
減ることはない」とする科学委員会
の勧告に、日本は「勧告に従い漁獲
枠を増やすべき」と主張する一方、
韓国やニュージーランドは増枠に難
色を示し、議論は最終日まで持ち越
された。

No.５１OPRTニュースレターOPRTニュースレター２２

ＣＣＳＢＴ

ミミナナミミママググロロ増増枠枠合合意意
３年間で段階的に３，０００トン増へ
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大西洋まぐろ類保存国際委員会
（ＩＣＣＡＴ）の第２２回年次会合が
１１月１１日から１９日まで、トルコ・イ
スタンブールで開かれ、ＯＰＲＴも
オブザーバーとして参加した。

会合では、メバチ・キハダの幼魚
が多く生息するギニア湾（アフリ
カ）で、まき網ＦＡＤ（浮き魚礁）
操業の禁漁期と禁漁区域を拡大する
ことも決定。大型まき網漁船の厳密
な隻数規制も行うこととなり、まき
網漁業によるメバチ・キハダ資源へ
の悪影響の緩和を目指すことになっ
た。
また、ルールに反する漁獲物の流
通防止をより確実にするため、クロ
マグロの漁獲証明制度（漁獲から、
輸送及び貿易等の各段階において、
各国政府が漁獲物の合法性を確認す
る制度）を書類提出から電子化する
ほか、この制度をメバチ、キハダ、
カツオへの適用拡大に向けても作業
していくこととなった。キハダにつ
いて将来にわたる持続的利用を確実
にするため新たに総枠１１万トン（２０
１０年漁獲実績１０万８，０００トン）を設
定した。

ＩＣＣＡＴ年次会合に、日本政府
代表として出席した宮原正典水産庁
次長が記者会見し「規制順守の確保
のため、これまで対象となってこな
かったまき網が漁獲する魚について
も『漁獲証明制度の適用が必要』との
議論になり、来年以降にキハダ、メバ
チ、カツオへの適用についてＩＣＣ
ＡＴが取り組むことを決めた。また、
メバチの総漁獲枠は現行８万５，０００ト
ン（内日本枠２万３，６１１トン）が維持
された」、と述べるとともに、「モロッ
コやトルコ等でクロマグロの獲れっ
ぷりが良くなっていることなども会
議中に話題となり、地中海クロマグ
ロ資源回復の兆候が見られるよう
だ。まき網規制の効果の反応が早い」
と明るい話題も披露した。

南太平洋の島国のマグロの漁獲
統計の整備等のために、ミクロネ
シア連邦のポナペで３年間、毎年３
ヶ月程、過ごした。この仕事も終わ
ったので、思いつくままに、南の島
で感じたことを述べてみよう。
ミクロネシアの人々は、素朴で、
おおらかで、我々と違って生き生
きと生活している人が多い。豊か
な自然・食料があり、海外からの
仕送りなどを受けてのんびりして
いて、飢えて困
るようなことは
ない。親日的な
人が多く、日本
人には敬意を持
っているよう
で、親切で気の
いい人たちが多
い。長い間、日
本を含む外国の植民地にされ続け
てきたが、日本の統治時代が一番
ましで、今よりよかったという老
人にしばしば出くわした。
しかし、しばらく滞在すると、こ
この人々もそれ程おおらかで、の
びのびとしているわけではないと
思うようになった。まず、アメリ
カ等のジャンクフードのせいで、
肥満はアメリカを大きく超える世
界第一級で、糖尿病や心臓疾患な
どが大きな社会問題となってい
る。白飯にツナ缶やコンビーフを
かけただけの食事や、素ラーメン

だけの食事が結構幅を利かせてい
る。昔はそうでなかったと、ロー
カル食を見直し、芋、バナナ、魚
を食べようという運動はあるが、
あまり浸透していない。町を少し
外れれば、掘っ立て小屋のような
家が多い。台風は、まず来ないし、
マラリアやデング熱もないといっ
て良いし、毒のある蛇や昆虫もい
ないから、ぼろ屋で十分なのかも
しれない。それにもかかわらず多

くの人は、中古車ではあるが車を
持っている。現金収入が少ないし、
ガソリン代もかかるのに、何で車
に乗るのか、理解できない。電気
代も日本より高く、潤沢には使え
ない人が多い。町の中心部に住ん
だことがあるが、夜中の１２時ころ
まで、小さい子供まで外で遊んで
いる。明るくなれば起きて、日が
沈めば寝る自然な生活などは昔の
ことで、みんなテレビは良く見る
し、大音響の音楽を響かせながら
走る車で、うるさくて寝るのに苦
労したことがある。

ミクロネシアを含む南洋の島国
のほとんどの国は、経済的に自立
できていない。欧米や日本等の援
助が不可欠だ。先進国のマグロ船
が支払う入漁料は、大事な国家の
収入源である。ミクロネシアの
人々の大方は、「金は欲しいが、
きつい仕事をしてまで稼ぐことは
ない、そこそこの生活で満足し、
一族のつながりが強いから誰かが
何とかしてくれる、そのうち何と

かなるだろう」
という風に考え
ているように思
える。当地に来
たときは、こん
な考えはとんで
もないと思って
いた。しかし、
このような私の

考え方は不遜なものだと気がつい
た。というのは、我々、先進国で
は、原発問題、自然破壊、格差社
会等の山積する深刻な問題を解決
できずに狼狽し、将来に大いなる
不安を抱えているのに、まがりな
りにもおおらかに生きているよう
に見えるこの島の人々に、そんな
大きなことは言えないと思うに至
ったからである。「なんとかなる
さ」のミクロ的人生観は、自殺者
が毎年３万人を超える日本人にと
って身に付けたいと思っても、付
けられない人生観かもしれない。

No.５１OPRTニュースレター ３

ＩＣＣＡＴ
まき網にも漁獲証明の流れ明確に

メバチ、キハダ、カツオにも
漁獲証明制度導入検討へ

ＩＣＣＡＴ結果で宮原次長が会見

まき網規制について議論された
ＩＣＣＡＴ年次会合

鈴 木 治 郎

第
２４
回科科学学者者のの目目

「何とかなるさ」―ミクロネシアで感じたこと
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責任あるまぐろ漁業推進機構（Ｏ
ＰＲＴ）の今年度第２回セミナーが１０
月２０日に東京で開かれ、元大西洋ま
ぐろ類保存国際委員会（ＩＣＣＡＴ）
事務局次長（現在、国際水産資源研
究所客員研究員）の三宅眞氏が「ど
うなる中西部・北太平洋まぐろ資源
の現状と管理」をテーマに講演した。
三宅氏は、メバチの資源の現状に
ついて、「現状は資源量としては、
わずかにＭＳＹ（最大持続生産量）
を上回っている。まだ過剰に漁獲さ

れた状態ではないが、漁獲努力量は
ＭＳＹを保つのに必要な水準から４０
％程度上回っている。このまま放っ
ておけば過剰漁獲の状態になる」と
説明。ただ、この見方も、メバチの
親子関係の評価を変えることで、大
きく変わることも付け加えた。
そのうえで、規制が導入されなが
らも資源状況が改善しない中西部太
平洋水域のメバチの状況について、
「日本は、はえ縄もまき網もメバチ
漁獲の国際規制を守っているが、島
嶼国の規制の除外規定（発展途上国
の漁業開発を尊重するため）を利用
して先進国が島嶼国の２００海里水域
内でのまき網の漁獲努力量を急激に
増やしている。この結果、日本のま

ぐろ漁船の努力が完全に相殺されて
いるばかりでなく、さらなる犠牲が
強いられている。はえ縄は減らした
のに、ＭＳＹに対していまだに漁獲
努力量は過剰のまま。せっかくの規
制もまき網が増えたことでチャラに
なっている」と太平洋におけるメバ
チ資源管理の問題点を指摘した。
一方、規制を守る日本のまき網な
どにとっては、「小型のメバチは獲り
たくて獲っているのではなく、かか
ってしまうのが実情。獲りたくない
ものが獲れてしまうため規制を受け
てしまう。本当はもっと努力量を増
やしてカツオを獲ってもいいのに、
それが増やせない」と、日本のまき
網が抱えるジレンマも紹介した。

責任あるまぐろ漁業推進機構（Ｏ
ＰＲＴ）が、全水商連と共催、ＯＰ
ＲＴ国内外会員１８団体の協力のも
と、水産庁の後援を得て１１月５日か
ら１２日まで実施した第８回「天然・

刺身マグロキャンペーン」は、１１月
１４日は全国のキャンペーン参加鮮魚
各店で刺身マグロのあたる抽選会が
開かれて終了した。
東京・等々力の「魚辰」でも店主
の大武勇氏の立ち会いのもと、常連
客の一人が応募箱から抽選。「魚辰」
の場合、顧客が多く独自に魚辰賞１０
本も設けて抽選され、ＯＰＲＴ賞と
あわせ２０本が選ばれた。たまたま買
い物に来ていたお客も当選した様子
で、「当たった。うれしい。魚は魚
辰って決めています。どの魚も美味
しいから。マグロも月に２～３回買い
ますが、美味しいですよ」と、当選
を喜んでいた。
「魚辰」の大武さんは、「キャンペー

ンを行うと、店も活気づくしマグロ
を改めて意識するきっかけになる。
実は、魚辰賞で１本余分で引いてし
まったけど、お客さんへのサービス
ですから、１１本の当選にしました」
と、気っ風のいいところも見せた。
各地で行われたキャンペーンは短
期間ながらも盛況。横浜の「うおう
め」でも、キャンペーン終了までに
はほぼ予定した応募があり、店主の
明沢重明さんは、「回転寿司などで
いろいろな魚を刺身で食べるように
なり、最近は一人前の盛り合わせを
買っていく人が多いが、それでもや
っぱりマグロは刺身の中心。飽きな
いおいしさが魅力で、多くの人が応
募してくれました」と話していた。
今回は、全国の９１店が参加費を払
いキャンペーンに参加。その参加費
は全額、東北大震災で被災した鮮魚
店への義援金に充てられた。

責任あるまぐろ漁業推進機構（ＯＰＲＴ）が実施したアンケートで、
好きな魚の第１位が「マグロ」となったことがわかった。４４６人のアン
ケートの中から４２９人が「好き」と回答、「マグロは健康に良い優れ
た食品」であることも７割を超える人が「知っている」と答えた。
アンケートは、１０月２２日、東京の池袋で開かれたコープとうきょう
主催の「コープたべる、たいせつフェスティバル」のＯＰＲＴブース
で行われた。
「日本が刺身
マグロの世界
一の消費国で
ある」ことを
知っているか

の問いには、
９０％以 上 が
「知っている」
と回答。マグ
ロ資源の乱獲
防止や持続利

用を推進するＯＰＲＴについての認知度は２５％にとどまった。アンケ
ートでは自由な意見も書かれ、「子供、孫たちまで大好き」と年齢に
関係なくマグロが好まれている状況や、「ヘルシーな赤身が好き」な
ど、健康にいい食品としても知られていることがわかった反面、「獲
りすぎが心配」「中国人が食べ始めたので大丈夫か」との意見も寄せら
れた。

編 集 後 記 遠洋まぐろはえ縄漁船の漁労長はプロ中のプロ。漁の結果は、船頭しだいともいわれ尊敬を
集める。帰国しても、直ぐまた航海に出かける船頭も多く、滅多にお会いできない。今回は

インドネシア寄航中に取材。船頭のまぐろ漁業へ向けた心意気と苦労の一端を教えてもらった。 （原田）

責任あるまぐろ漁業推進機構
（ＯＰＲＴ）は１２月６日、年末恒
例の抽選会を行い、賛助会員５０３
会員（法人６４社を含む）の中か
ら１４３名（５口以上加入の個人賛
助会員５４名は無抽選で当選）を
確定した。当選者には、天然超
低温刺身マグロ（１キロ）を１２
月１８日ごろまでにお届けする。
賛助会員には、抽選結果をお
知らせするが、当選者の会員番
号はＯＰＲＴホームページでも
公表している。
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